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『算法円理称平術補』を読むと、『極元表で畳む』という言葉が何度も出てきます。 

『算法求積通考』で、畳み方を覚えたが、『算法円理称平術補』と『算法求積通考』は 

天の定義が異なり、『算法求積通考』で覚えた方法では畳めません。 

 

『極元表で畳む』前と後を比較してみると、『算法求積通考』の天表に似ていることがわかり 

ました。 

 

『算法求積通考』の天表から、「極元表」相当の計算表を導いてみましょう。 

『算法求積通考』では、 

某段数

截数
 天 としたとき  

截数

２
 天 畳数   でした。     ・・・（１） 

天を使わないで書くと 

截数

２
  

某段数

截数
 畳数                 ・・・（２） 

 

『算法円理称平術補』では 

某段数

截数
 初  ，

１

截数
 天 とするので、      ・・・（３） 

（２）の両辺を截数で割って、（３）を適用すると 

１

２
  

某段数

截数
 畳数 

１

截数
  

某段数

截数
 
１

截数
 畳数  初  天 畳数   ・・・（４） 

 

同様に 

截数

３
  

某段数

截数
 

２

畳数               ・・・（５） 

から 

１

３
  

某段数

截数
 

２

畳数  
１

截数
   

某段数

截数
 

２

 
１

截数
 畳数  初

２
 天 畳数   ・・・（６） 

 

同様に 

截数

４
  

某段数

截数
 

３

畳数               ・・・（７） 

から 

１

４
  

某段数

截数
 

３

畳数  
１

截数
   

某段数

截数
 

３

 
１

截数
 畳数  初

３
 天 畳数   ・・・（８） 
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この計算を続けて表にすることで、「極元表」相当の計算表が得られます。 

 

 

「極元表」相当の計算表 

１

２
 初  天 畳数 

１

３
 初

２
 天 畳数 

１

４
 初

３
 天 畳数 

１

５
 初

４
 天 畳数 

１

６
 初

５
 天 畳数 

１

７
 初

６
 天 畳数 

１

８
 初

７
 天 畳数 

１

９
 初

８
 天 畳数 

  

某段数

截数
 初 ，

１

截数
 天 

 

 

使い方 

初  天 を極元表によって畳むと、  
１

２
 

初
３
 天 初  天 を極元表によって畳むと、 

１

４
 
１

２
 

のようになります。 

 

 


